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※ 大地震は何時、何処で起きても不思議ではない！

※　『耐震診断』は誰が行い、いくら掛かるのか？

『耐震診断』は一級建築士で更に耐震診断の知識と資格を持った技術者が行うことが安心です。

区役所・市役所の窓口で「資格者」の紹介もしてもらえます。料金は有料になりますが、自治体によっては
補助金を提供しているところもあります。それぞれのホームページで公開しています。

＊掲載資料は木耐協の耐震テキストを引用しています。

１９９５年の阪神・淡路大震災で亡くなった方の９割以上が木造家屋の倒壊が原因でした。

「木造住宅耐震補強事業者協同組合」では資格者を要しており、無料で『耐震診断』を実施しています。

http://www.mokutaikyo.com/index.htm

Ｈ２８年４月１４日に発生した「熊本地震」は左の表にあるように
今後３０年間に震度６弱以上の揺れに見舞われる確率として「７．６％」
の低い確率の地域でした。
東日本大震災は５年前の３月１１日に発生しています。大地震の発生、
その確率が政府の地震調査委員会から発表されていますが、その大きさ
発生場所は日本のどこで起こってもその大地震発生への備えをしておか

『耐震診断』は何を調べ、何が分かるのか。

なくてはならない。私達はこの体験を「教訓」にしなくてはならない。

地震で、自分の建てた家に命を奪われてはならない！

自分の家の耐震性を確認し、知っておくことが大切です！

※ まず、自分の家の耐震チェックをしましょう！

※ 更に詳しくは『耐震診断』をしましょう！

例えば、

総合評点０．７点

の場合は震度６

弱で 大破になる

可能性があるの
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『耐震補強』とは建物の『耐震診断』で『評点』が1.0を下回っていた時に1.0以上の評点が
得られるように耐震壁の量（長さ）とバランスの良い耐震壁配置を設計することです。
また柱と梁、柱と土台の接合部が地震により、引き抜けないように耐震金物で補強します。
更に建物の経年変化で、『劣化』の進んでいる部位を改善します。
シロアリの駆除、床下の湿気対策、屋根の軽量化（瓦を金属屋根に）等も有効な手段です。
耐震補強の優先順位と費用（予算）を考えて、無駄のない補強改修を実施しましょう！
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地震対策・家族編-おまけの具体例

すぐやろう！！

２．家具等の転倒防止対策

１．非常持ち出し用品の実例（チェックリスト）

※テーブル・イスの滑り止め

※食器棚・タンスの転倒防止対策。

1. L型金物で柱等にビス止め固定。

2. ポール式突っ張り棒。（天井が構造的にしっかりしている事を確認）

3. 突っ張り棒の代わりにしっかりした衣装箱をタンスと天井の間に隙間なく埋める。

4. 吊り戸棚等は扉が開かないように耐震蝶版、開放防止金物を取付。

5. ガラスの扉には飛散防止フィルム張り。

6. 家具の足下にくさびストッパー。

7. テレビ等、家具、家電品の底面に粘着シート（ジェルマット）

これらの耐震グッズはホームセンターなどに有ります、機会をつくって揃えましょう！

「シニアライフ かわら版」のご案内

生活情報委員会 委員長 関根 貞夫

“地震国日本”・・・世界の地震発生の２０％は、日本です。

今回は「マイホームの健康診断」のお奨めです・・・。

人間と同じく、健康診断をし、常に地震対策に備えましょう・・・。

神戸大震災・東日本大震災・熊本大震災等近年においても各地で発生して

おります。 何時どこで発生しても不思議ではありません。

日頃の事前準備と点検を怠りなく、「我が家の震災対策」を家族一緒に、今日

から準備して下さい。

※懐中電灯 ※毛布 ※食品 ※ほ乳瓶 ※携帯ラジオ ※電池

※現金 ※ヘルメット ※ライター ※缶切り ※救急箱 ※防炎ずきん

※貯金通帳 ※軍手 ※水 ※衣類 ※印鑑 ※ホイッスル ※携帯トイレ

※インスタントラーメン ※ろうそく ※ナイフ

※ ご推薦防災書籍‥‥ 『東京防災』
発行：東京都総務局総合防災部防災管理課 / 協力：東京消防庁

東急ハンズ等で売っています。

日本建築防災協会ホームページ http://www.kenchiku-bosai.or.jp/
生活情報委員会 委員 一級建築士 西村 修


